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　第三時代の後期とは、特筆すべき宗教的騒乱と創造性の時代であった。Uriel七世の治世に於ける激変は、結局のところSeptim皇朝の没落へと導くだろう歴史上の力、その表面的兆候に過ぎなかった。この当時に初めて、いわゆる＜竜の破壊＞〔Dragon Break〕は、帝国全土の広範かつ多様なる異教団体や反社会的集団によって提案されたのである。それら異教団体や反社会的集団は、Tiber SeptimによるSeptim皇朝という権力の勃興――言うなれば、“建国神話”である――に関する諸々の出来事についての共通の妄想のみによって結び付いているものであった。
　＜竜の破壊＞の教条の基盤は、今では、“Tamriel百科事典”〔"Encyclopedia Tamrielica"〕に印刷されていた時系列に於ける非常に平凡な誤謬として知られている。その百科事典は、第三時代の１２年というTiber Septimによる治世の早期に初めて出版されたものであり、その時系列の他では権威ある代物である。その当時には、いまだAlinorの古文書は人間の学者には公開されておらず、そして、Alessianの時代から現存している記録は極度に断片的であった。Alessianは見つかる限り全ての図書館を組織的に焼き払って、そして、彼ら自身の記録は＜正義の戦＞〔War of Righteousness〕の中で大部分が破壊されてしまっていた。
　Tamriel百科事典の著者は、明白に、Alessianの聖職者が一切の日付を記録するために用いていた“年”という概念に精通していなかった。現在の我々ならば、それが、数週間から数ヶ月まで何時までも続くかも知れないような、高位の巫女による長い幻視の期間に言及するものであると知っている。Alessianの寺院に由来する装飾壁画と同様に、現存する〔幻視の〕恍惚体験に関する巻物を分析するならば、Tamriel百科事典で述べられている “１００８年間”どころか、おおよそ１５０年間しかAlessian結社は実際には存続していないと見積もられるのである。こうしてAlessianの歴史が１０００年間〔キリスト教の至福千年を思わせる〕も習慣的に延長されるという“謎”は理解されるが、しかし、第三時代の後期に於けるLorkhan教団の拡大に至るまで＜竜の破壊＞の教条が保持されていたこと、それは説明されていない。何故なら、その当時には、この日付（および、それに関する説明）は広く知れ渡っており、そして、現在に至るまで歴史家によって繰り返されて伝統という力を持つようになったからである。しかしながら、思い起こして欲しい。第三時代の歴史家は、すでに２０００年以上という隔絶によってAlessianと引き離されていたことを。そして、いまだ歴史は勃興期にあって、早い時期の少数の古文書に依拠するものであったことを。
　今日、現代の考古学と古数秘学とは、Alessianの日付に関する私の研究による先述の示唆を確証するものである。すなわち、＜竜の破壊＞は第三時代の後期に発明されて、学者の誤謬を基盤として、終末論とNumidiumism〔意味不明〕とに関する妄想によって煽り立てられ、学者の怠慢によって永続されたものであったのである。
